
       
            

●キャリア教育の充実
◇キャリアパスポートの活用
と系統的な進路指導

◇卒業後の生活に向けた情報
提供

◇地域・医療・福祉・労働等と
   の連携や産業現場実習等の
   充実による進路保障

●センター的機能の強化
◇ニーズに応じた早期からの
教育相談・巡回相談の充実

◇センター的機能を担う人材
   の育成
◇専門性を生かした相談・支
援の実施

●教職員の専門性向上
◇教職員のキャリアステージ
   に応じた職員研修とOJTの
   充実
◇外部専門家活用による自立
 活動の指導等の充実
◇教材・教具等の活用促進の
ための情報提供

●ワンヘルス教育の実践
◇実践事例の蓄積

●「できる！」を増やすための
授業実践

◇学校教育目標、個別の教育
   支援計画、年間カリキュラム、
   単元指導計画、個別の指導
   計画等を連動した系統的・
計画的な指導

◇学部間、部門間の連携・協力
による学びの連続性

●ICT環境更新と積極的な
活用と情報発信

◇ICTの利活用による教育活
   動の充実とICT機器等の適
   切な管理
◇HPの計画的な更新や保護
   者への情報発信の工夫

●職員の連携やPTA活動の
   充実
◇社会の変化に対応する行事
   等の立案と働きやすい環境
   づくり
◇保護者が集いあう場の工夫

●幼児児童生徒指導の充実
◇子供の主体性や人権感覚
  を育む児童生徒会活動及
   び行事等の推進
◇いじめや体罰防止に関する
計画的な取り組み及び指導
体制の構築

◇専門職（SC、SSW等）との
   連携による教育効果向上

●危機管理体制の充実
◇マニュアルの改善と安全管
   理の徹底による事故の未
   然防止・災害時の対応力の
強化

●保健管理と保健教育の充実
◇保健指導・医療的ケア実施・
給食管理における校内や専
門家との連携強化

●安全な登下校の環境整備
◇通学バスの安全な運行を
含む通学に係る環境整備

●寄宿舎生活の充実
◇当番活動やQOL向上月間
等の自治活動の推進

学習指導要領 福岡県特別支援教育推進プラン（第２期）（５つの柱）基盤

幼児児童生徒の「個に応じた自立と社会参加」をめざし、学習上又は生活上の困難を主体的に改善・
克服するために必要な知識、技能、態度及び習慣を養うことをもって「生きる力」を育成する。

一人一人の「できる！」を増やす

【学校教育目標】

【重点課題】

○見つめる
（自分や相手を理解する）

○伝える
（自分の意思や考えを伝える）

○参加する
（人や物に関わり主体的に参加する）

障がい特性を含めて、自分や相手
の強み・弱みの理解を深める

自分の意見や考えを適切に伝える
自分でできる方法を工夫し、
主体的に関わる

障がい特性を含めて、自分の強み・
弱みを理解する

自分の意思を伝える 興味・関心を広げる

自分や相手のことを知る 自分の感情や欲求を伝える 人や物とのかかわりを楽しむ

「個別最適な学び」と「協働的な学び」の充実信頼される指導・支援の充実 安全・安心な教育環境の充実

令和７年度から３か年

【校訓】 【教育信条】至誠・克己・自立 心眼・心耳・心頭

ほめる

きたえる

YANATOKU（ 令和８年度は２年目 ）

Ⅰ 令和８年度 福岡県立柳河特別支援学校グランドデザイン
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